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確
実
に
や
っ
て
く
る
！
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」

　「
地
震
国
・
ニ
ッ
ポ
ン
」
で
は
、
地

震
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
東
海
沖
か
ら
四
国

沖
を
震
源
と
す
る
東
南
海
・
南
海
地
震

は
、
ほ
ぼ
百
年
周
期
で
発
生
し
、
今
後

30
年
以
内
に
50
〜
70
％
の
確
立
で
起
こ

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
巨

大
地
震
で
、
関
東
か
ら
九
州
に
か
け
て

被
害
が
及
び
、
死
者
は
２
万
人
を
超
え

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
南
部
で
も
震
度
５
〜
６
の
強

い
揺
れ
に
よ
る
被
害
に
加
え
、
液
状
化

に
よ
る
被
害
や
沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ

る
被
害
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
に
備
え
て

　
地
震
災
害
に
備
え
て
「
自
分
の
身
は
、

自
分
で
守
る
」
と
い
う
強
い
心
構
え
を

持
ち
、
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
協
力

し
て
、
普
段
か
ら
地
震
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
家
屋
の
耐
震
診
断
を

　
古
い
建
物
は
耐
震
診
断
を
し
て
、
家

屋
の
倒
壊
に
備
え
て
補
強
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
本
市
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補

助
事
業
と
し
て
、
昭
和
56
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
一
戸
建
て
住
宅
に
、
診
断
費

用
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
建
設
課
　
０
８
６
９

―

２
２
―

２
６
４
９
ま
で
。

■
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策
を

　
家
具
類
の
下
敷
き
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
タ
ン
ス
や
本
棚
、
ピ
ア
ノ
な

ど
は
し
っ
か
り
固
定
し
、
寝
て
い
る
と

き
に
倒
れ
て
こ
な
い
よ
う
配
置
も
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

　
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

を
張
り
安
全
対
策
を
。
ま
た
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
出
入
り
口
や
通
路
に
は

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
の
周
囲
の
安
全
対
策
を

　
ベ
ラ
ン
ダ
に
落
下
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ア
ン
テ
ナ
は
固

定
し
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
修
理
・

補
強
し
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
出
袋
の
準
備
を

　
貴
重
品
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
懐
中
電
灯
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
救
急
薬
品
・
常
備
薬
、

生
活
用
品
な
ど
を
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
非
常
備
蓄
品
と
し
て
、
飲
料

水
、
米
、
乾
パ
ン
、
板
チ
ョ
コ
、
缶
詰
、

衣
類
な
ど
を
一
人
３
日
分
用
意
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

■
家
族
で
防
災
会
議
を
開
こ
う

　
家
族
の
役
割
分
担
や
災
害
時
の
連
絡

方
法
、
避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
な
ど

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

　
わ
が
身
と
家
族
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
か

ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な

い
よ
う
、
地
震
発
生
か
ら
避
難
ま
で
の

行
動
パ
タ
ー
ン
を
し
っ
か
り
覚
え
ま
し

ょ
う
。

消
防
通
信

消
防
通
信

住宅用火災警報器

悪質な訪問販売などには、
十分ご注意ください

日ごろから火の取り扱いには十分注意し
ましょう

平
成
20
年
中 

緊
急
出
勤

□
火
　
災

　
火
災
件
数
21
件
（
前
年
よ
り
５
件
減

少
）
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
11
件
、
林

野
火
災
２
件
、
車
両
火
災
１
件
、
そ
の

他
の
火
災
７
件
で
す
。
損
害
額
は
５
７
、

６
０
７
千
円
で
、
死
者
１
人
、
負
傷
者

７
人
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火

災
が
発
生
し
て
い
る
事
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
早
期
に
火
災
の
発
生
を
知

ら
せ
、
死
傷
者
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
内
の
全
住
宅
に
、
で
き
る

だ
け
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
救
　
急

　
救
急
件
数
１
、
４
０
４
件
（
前
年
よ

り
１
０
７
件
減
少
）
の
内
訳
は
、
瀬
戸

内
市
消
防
署
本
署
７
２
８
件
、
牛
窓
分

駐
所
２
８
１
件
、
長
船
分
駐
所
３
９
５

件
で
す
。

　
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
８
５
６
件

（
61
％
）で
一
番
多
く
、
一
般
負
傷
２
１
８

件
、交
通
１
４
２
件
と
続
き
ま
す
。
年
齢

別
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
８
２
３

人
（
60
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
救
急
件
数
が
減
少
し
た
の
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
緊
急
を
要
す
る
人

の
た
め
に
、
軽
症
者
の
利
用
を
控
え
た

結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
救
急
病
院
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
瀬
戸
内
市
消
防

署
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
３
３
３
へ
、

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

□
救
　
助
　

　
救
助
件
数
22
件
（
前
年
よ
り
３
件
増

加
）
の
内
訳
は
、
交
通
事
故
18
件
、
建

物
等
に
よ
る
事
故
２
件
、
一
般
１
件
、

そ
の
他
１
件
。

□
そ
の
他

　
火
災
以
外
で
58
件
（
前
年
よ
り
４
件

減
少
）
出
動
。
内
訳
は
、
火
災
危
険
が

あ
っ
た
も
の
８
件
、
調
査
・
警
戒
に
関

係
し
た
も
の
23
件
、
誤
報
・
誤
認
13
件
、

そ
の
他
油
流
出
な
ど
14
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
３
３
３

火
の
し
ま
つ
　
君
が
し
な
く
て
　
誰
が
す
る

消
防
通
信

　
地
震
か
ら
身
を
守
る
10
か
条

　①
ま
ず
自
分
の
身
を
守
る

②
火
の
始
末
を
す
る

③
脱
出
口
を
確
保
す
る

④
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

⑤
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
な
い

⑥
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
が
け
や
川

　
べ
り
に
近
寄
ら
な
い

⑦
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
、
津
波
に
注
意

⑧
避
難
は
徒
歩
で
、
荷
物
は
最
小
限

⑨
協
力
し
て
応
急
救
護

⑩
正
し
い
情
報
を
確
認
し
余
震
に
注
意

　
空
気
が
乾
燥
し
、

季
節
風
が
吹
き
火

災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。

日
頃
か
ら
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
、
大
切
な

命
や
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
早
く
知
ら
せ
る

・
大
き
な
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
ぶ
。

・
１
１
９
番
通
報
す
る
。

②
早
く
消
す

・
消
火
器
で
消
火
で
き
る
目
安
は
、

　
炎
が
天
井
ま
で
の
火
。

③
早
く
逃
げ
る

・
火
が
天
井
に
届
い
た
ら
迷
わ
ず
避
難

　「
ゆ
っ
く
り
・
慌
て
ず
・
落
ち
着

い
て
」
こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
忘

れ
ず
に
、
隣
近
所
に
声
を
掛
け
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
初
期
消
火
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

全
国
山
火
事
予
防
運
動
（
同
期
間
）

　
山
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
、
森
林
の
保
全
と
地
域
の
安
全
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

・
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
、
た

　
き
火
を
し
な
い
。

・
火
気
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

　
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

・
強
風
時
、
乾
燥
時
に
は
た
き
火
や

　
火
入
れ
を
し
な
い
。

１
１
９
番
は
落
ち
着
い
て
正
確
に

①
火
事
か
救
急
か

②
場
所
は
○
○
町
○
○
・
○
○
番
地

③
名
前

④
何
が
燃
え
て
い
る
か

　
病
人
・
け
が
人
の
状
態
は

⑤
電
話
番
号

　
１
１
９
番
は
緊
急
の
場
合
の
電
話

番
号
で
す
。
火
災
救
急
の
問
い
合
わ

せ
は
、
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
３
３
３

へ
お
願
い
し
ま
す
。

春季全国火災予防運動
３月１～７日

阪神淡路大震災では多くの家屋が倒壊しました

全
国
統
一
防
火
標
語


